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本資料の最新版はIMDSの「よくあるお問い合わせ→各自動車メーカーからの情報」に掲載します。

IMDSデータ作成時は、最新版をご参照ください。（下記リンク中、ページ下部の「Yamaha」をクリック）

https://public.mdsystem.com/web/imds-public-pages/oem-specific-info

☆マークは当社独自の運用です。

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/oem-specific-info
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データ送信時の注意点

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

当社へのデータ送信時、宛先・サプライヤコード・品目番号を正確にご記入ください。             

※お間違いがあると、データの受領が出来ません。

◼ 宛先：次ページの企業ID参照

◼ サプライヤコード：該当品目の取引で使用するお取引先コード（例：1234）

◼ 品目番号：取引で使用する部品番号または材料コード（例：ABC-12345-00-00-80）

【IMDSの「送信先情報」】

宛先は必ず「企業ID」
で検索してください。
※グループ会社毎に
異なります。次ページ
をご参照ください。

サプライヤコードおよび品目番号は、該当品目の取引で

使用するコードを正確にご記入ください。

（注記）AM（自動車エンジン）事業部関連 新設部品、改訂（設変）部品の場合、初品検査結果報告書

の提出と共に、全てIMDSデータ送信をして頂きます様にお願い致します。

回答方法等は本マニュアルではなく、AM開発統括部ビジネス推進部からの依頼内容に従ってください。
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IMDSデータの送信先 1/2

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

*

*YEJPは2025年1月にYMCへ統合されたが、IMDSのデータ送信先企業IDおよび企業名は当面継続して使用する
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IMDSデータの送信先 2/2

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

2025年7月時点
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IMDSデータ収集の目的、概要

© Yamaha Motor Co., Ltd. .
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◼ 多種多様な各国の含有物質規制（含有禁止、表示、届出など）に対応するため、当社製品

に含有する環境負荷物質の把握・管理が必要不可欠となっています。

◼ 管理対象は、当社製品及びその一部となり当社から出荷される品目全てです。

➢ 例：部品、原材料、生産間材（オイル・グリス・接着剤など）、出荷用の梱包資材等

◼ 対象品目について、当社はお取引先様に図面等で当社の製品含有化学物質管理基準

YGK-A-119への適合を指示致します。※1

◼ お取引先様は対象品目の成分情報を収集し、上記基準への適合をご確認ください。

また、収集した成分データはIMDS※2にて当社にご提出ください。IMDSデータはYGK-A-

119の要求仕様に対する品質保証データとして扱い、規制対応のエビデンスとなります。

背景、目的

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

※1 当社の依頼部門より固有の指示がある場合は、その指示に従ってください。

※2 IMDS（International Material Data System）：自動車業界における成分データ申告の世界標準オンラインツール

成分A: ○%
成分B: □%
成分C: △%

成分D: ○%
成分E: □%
成分F: △%

成分G: ○%
成分H: □%
成分I: △%

品質保証データ

規制対応のエビデンス

成分J: ○%
成分K: □%
成分L: △%

IMDS

禁止物質および

申告物質のリスト
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◼ 当社の購入品品質保証マニュアルに則り、当社製品の一部となり当社から出荷される品

目の成分データ（IMDSデータまたはそれに準拠したデータ※1）は予め収集してください。

◼ IMDSデータご提出については、当社より品番を指定して連絡致します。ただし、材料変更

に伴う追番改訂の場合は、当社からの連絡の有無に関わらず、購入品品質保証マニュア

ルに則ってIMDSデータをご提出ください。

成分データの収集と当社へのご提出

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

※1 IMDSデータは、今後の規制強化に備えるため100%の成分情報が記載されています。分析は必須では無く、商流に沿った
データ申告となります。IMDS以外の様式で成分データを取得した場合は、それを基にIMDSデータを作成してください。

ヤマハ発動機
グループ

材料ﾒｰｶｰ

材料ﾒｰｶｰ

部品ﾒｰｶｰ

商社

・・・

部品ﾒｰｶｰ

商社材料ﾒｰｶｰ

商流に沿ったデータ収集

当社へのIMDSデータ提出は、

品番を指定して連絡致します

成分A: ○%

成分B: □%

成分C: △%

成分データは、

100%の内容を収集

IMDS

完成車メーカー1次サプライヤ材料メーカー ・・・ 2次サプライヤ



7

成分データ収集時の注意点

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ IMDS以外の様式で成分データを取得する場合は仕入先に100%の成分情報の提出

を依頼してください。SDS（安全データシート）は全ての物質を記載していない可能性

があります。必ず全ての物質を記載した成分表の提出を依頼してください。

◼ 企業秘密でデータ取得が困難な場合は、規制物質※1の含有有無を確認してください。

➢ 規制物質を含有する場合：識別No(CAS No)と含有率を正確に確認してください。

➢ 規制物質以外：一般名称と大まかな含有率を確認してください。（10%まではその他も可）

◼ 最終状態※2の成分データをご提出ください。

➢ 溶剤等、製品に残留しない物質は記載しないでください。（塗料など）

➢ 反応性材料は、反応後の成分を記載してください。（接着剤は硬化後、化成処理は生成皮膜）

但し、当社からの出荷状態に依り、溶剤や反応前データのご登録をお願いする場合があります。その場合は個別に連絡致します。

樹脂

主成分：PA6

充填剤：GF Fibre

可塑剤：DEHP 117-81-7

その他：機密扱い

70～80 %

10～15 %

10 %

5 %

規制物質でない場合は、一般名称や

その他として記載が可能

※1 規制物質に該当するかの判断は、GADSL（自動車業界統一化学物質管理リスト）を使用します。GADSLはウェブサイト

（http://www.gadsl.org/ ）より入手できます。詳細は、「（補足II-3）規制物質の含有確認」をご参照ください。

※2 最終製品の材料に含有されている化学物質（硬化した状態の接着剤または塗料コーティングなど。蒸発する溶媒は含まない）
詳細はIMDSの規則（IMDS 001）の「規則4.4.1.B」参照。

反応後の成分
100%の成分情報

規制物質はCAS No必須

成分データの例

http://www.gadsl.org/
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データ収集およびご提出ツール：IMDS

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ IMDS※1は、一般のインターネット上のオンラインシステムです。

◼ 始めて使用する場合は企業登録※2を実施して“企業ID”（宛先情報）およびログイン用

の“ユーザーID※3”の取得が必要です。（オンライン登録、IDは即時発行）

◼ 原則としてサプライチェーンのすべての企業がIMDSを使用し、商流に沿ってデータを

提出します。※4

※1 IMDS（International Material Data System）：自動車業界で世界的に使用している成分データの申告システム

※2 企業登録は1社につき1回です。他部署で登録している場合は登録不要です。自社が企業登録済みか不明な場合は、
IMDSサービスセンターにお問合せください。サプライヤの皆様は登録料・利用料ともに無料です。

※3 企業登録を実施した人はその企業の管理者となり、他のユーザーを追加登録できます。

※4 材料メーカーがIMDS非対応の場合は、成分表を取得してIMDSデータを作成してください。

IMDSのURL：http://www.mdsystem.com/

ヤマハ発動機
グループ

材料ﾒｰｶｰ

材料ﾒｰｶｰ

部品ﾒｰｶｰ

商社
部品ﾒｰｶｰ

商社

商流に沿ったデータ提出

IMDS

IMDS

IMDS

IMDS
IMDS

IMDS

IMDS
・・・

企業ID：123456

企業ID：111111

企業ID：222222

企業ID：333333

ユーザーID：XXXX

ユーザーID：YYYY

材料ﾒｰｶｰ

IMDS

https://public.mdsystem.com/web/imds-public-pages/imds-service-centers
http://www.mdsystem.com/
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IMDSデータのイメージ

Material A

Substance A 80%

Substance B 20%

Item A

Material A 100 g

Item Assy.

Item A 1個

Item B 2個
Product

Item Assy. 1個

Item C 1個

AdhesiveMaterial Sheet

Body Material 90%

Surface Material 10%

Item C

Material Sheet 80 g

Item B

Material B 50 g

Paint 5 gPaint

Substance C 70%

Substance D 20%

Substance E 10%

：コンポーネント

：セミコンポーネント

：材料

：化学物質

IMDSでの名称

※1 IMDSでは右記の名称を使用しています。セミコンポーネントは部品ではなく材料として扱います。

お間違いの無い様にご注意ください。

Adhesive

材料データシート 部品データシート 複合部品のデータシート IMDSデータのイメージ

商流に沿ったデータ提出、またはデータ作成の流れ

・・・

Adhesive 10 g

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

材料データは材質（組成成分）単位、部品データは品目単位で作成し、データシートと呼ばれます。

IMDSでは、部品は赤（ ）、材料は緑（ ）、セミコンポーネントは黄（ ）、物質は青（ ）で示さ

れます。※1

材料データシートには構成成分とその含有率が記載され、原則として材料メーカーが作成します。

部品データシートには構成材料とその使用量が記載され、原則として加工メーカーが作成します。

複合部品のデータシートには構成部品とその員数および組立で使用する補助剤が記載されます。
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IMDSデータご提出までの流れ

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

I. まず、対象品目の構成部品、材料を確認※1し、成分データが取得済みである事を確認※2します。
未取得データがあった場合は、仕入先にIMDSデータの提出を依頼します。※3

➢ 依頼を受けた材料メーカーは材料データシートを、部品メーカーは部品データシートを作成し、
依頼元に送信します。（商社はデータシートを転送します※4）

II. 仕入先からデータを受信したら、内容を確認し、データシートを承認または修正依頼します。※5

III. 収集したデータシートを参照してヤマハ発動機グループに提出するデータを作成します。

IV. 作成したデータシートを送信します。

※1 表面処理や組立補助剤など、漏れなく確認してください。

※2 一般工業規格で成分データが規定されている材料は、IMDSの標準材料シートを使用することもできます。

※3 IMDSデータ提出を依頼する際は、宛先となる自社の「企業ID」を合わせて連絡してください。

※4 商社の場合、仕入先と納入先を仲介して、仕入先から納入先へ直接IMDSデータを送信することも可能です。但し、その場合でも
納入先からの問合せに回答できる様に、データIDや規制物質の含有状況は把握しておいてください。

※5 仕入先がIMDS対応不可の場合はPDFやエクセルなどで成分表を入手し、IMDSに代行入力してください。

ヤマハ発動機
グループ

材料ﾒｰｶｰ

材料ﾒｰｶｰ

部品ﾒｰｶｰ

商社

・・・

部品ﾒｰｶｰ

商社材料ﾒｰｶｰ

I.   対象品目確認、未取得データの提出依頼

II. データの受領処理

III. 提出データ作成

➢ データシートの作成、送信（商社は転送）

依頼

データ提出

IMDS

IMDS

IMDS

IMDS

IMDS

IMDS

IMDS
IMDS

企業ID：123456

企業ID：111111

企業ID：222222

IV. データ送信
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：部品

、 ：材料

：化学物質

【重要】IMDSデータ受信時の内容確認

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

仕入先からデータを受信したら、図面や

材料仕様書を基にデータ内容に不足が

無いことを確認してください。

◼ 構成部品に不足は無いか？

◼ 表面処理、組立補助剤などの漏れは無いか？

◼ 材料仕様に則った内容になっているか？（添加剤の回答漏れは無いか？）

また、次ページ以降のIMDSデータの構造やID管理にも間違いが無いか確認してください。

①

②
接着材

Item Assy.

Cover

Zn plating Steel ・・・

Bracket

PP(Black)

97% PP(Natural) ・・・

3 %  Black Pigment ・・・

Steel ・・・

Zn Plating ・・・

AdhesiveItem Assy

①カバー PP (Black)

②ブラケット Steel、亜鉛メッキ

例：図面 IMDSデータのイメージ

Substance A

Substance B

③
③ガード 亜鉛メッキ鋼板

Guard

Adhesive



12

材料データシート作成時の注意点

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

多くの規制物質の閾値は、均質材料（homogeneous material）中の含有率に対して定
められています。

◼ 材料データシートは必ず均質層毎に作成してください。※1

◼ 2つ以上の均質層から成る材料は、セミコンポーネント※2としてください。

◼ 2つ以上の材料を混合する場合は、新たに材料データシートを作成して混合比を登録してください。

PP (Black)

PP (Natural) 97%

Black Pigment 3%

Steal Zn-Plating

Steel 98%

Plating 1.5%

Steel母材

メッキ

化成被膜

Plating

Passivation

XXXXX 60%

YYYYY 40%

Passivation 0.5%

質量比

混合
PP（無色）

着色材

材料データシート均質層毎に作成
セミコンポーネント

データシート

PP (Natural)

Black Pigment 混合比

（質量比）

・・・

・・・

・・・

・・・

混合材料のデータシート

複数の均質層

から成る材料

均質

※1 異なる層の成分データを1つの材料データシートに混ぜて記載すると、含有率が実際よりも小さな値となり、規制不適合を見落とす
リスクがあります。そのようなデータ登録は絶対にお止めください。

※2 セミコンポーネントとは、まだ形状が決まっておらず、アセンブリまたは最終製品になる前に加工を必要とするものを示します。

、 ：材料

：化学物質
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部品番号の付け方

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ 図面の構成欄等で当社品番を指定している場合は、該当のIMDSデータの部品番号欄には当社

品番を記載してください。この際、当社品番は取引で使用する納入品番を記入してください。※1

◼ お取引先様における管理上、部品番号欄にお取引先様の管理品番を記入する場合は、次の様
にご対応ください。

① IMDSデータ作成時はお取引先様の管理品番を入力し、データ送信時に当社品番を入力して
1部品ずつデータを送信してください。※2

② ①の品目が複合部品の構成に使われる場合は、当社に送信したデータそのもの（同じID/Ver.

のもの）を構成部品に使用してください。※3

※1 構成部品単体での納入実態が無い品目については、依頼元の指示に従ってください。
※2 仕入先より受信したデータを当社に転送する場合は、転送シートの送信時に当社品番を入力してください。
※3 ※2の場合、複合部品の構成には仕入先より受信したオリジナルのデータシートを使用してください。

Item comp 5 Sup-50-00 YMC-55555-00 1

Item comp 4 Sup-40-00 YMC-44444-00 1

Item comp 3 Sup-30-00 YMC-33333-00 1

Item comp 2 Sup-20-00 YMC-22222-00 1

Item comp 1 Sup-10-00 YMC-11111-00 1

patrs name Supplier part No. YAMAHA part No. Q'TY

PART NAME

ITEM ASSY
PART No.

YMC-10000-00

YMC-22222-00-00-80

YMC-11111-00-00-80

YMC-33333-00-00-80

Sup-20-00

Sup-10-00

Sup-30-00

お取引先様の管理品番

（データ作成画面）

当社品番（納入品番）

（データ送信画面）

Sup-20-00

Sup-10-00

Sup-30-00

Item Assy.

ヤマハ発動機
グループ

IMDS

A

B

C

①送信するデータシートは、データ作成時に加えて送信時に客先品番を別途

入力できます。送信時に当社品番を入力し、各部品を送信してください。

②構成に使用する際は、当社に送信したデータシート

そのものを使用してください。IDでデータを紐付け、当

社品番を確認します。

A

B

C
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データシートの最新版管理

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

IMDSでは、データシート毎に固有のIDが割り振られます。同一部品に対して、複数の
データシートを作成しないようご注意ください。

A) 同一品番のデータを修正、更新する場合は、“バージョンアップ”で対応し、IDを変更しないように
ご注意ください。

B) 一方、図面改訂等により部品番号が変わる場合は、“新規データシート”を作成し、IDを変更して
ください。

A) 同一部品のデータ修正、更新

は“新規バージョン”で対応し、ID

は変えずにバージョンアップ

B) 部品番号が変わる場合は

“新規データシート”でIDを変更

データのID/バージョン

（参考）バージョンが小数（例：1.01, 0.01）のデータは編集中、整数（例：1）のデータは完成したデータです。

A) 同じIDの
バージョンアップ

B) 品番が変わる場合

は新しいIDに変更

該当データの行で右クリック→コピー

Yamaha Tarou

123456
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IMDSデータご提出完了までの流れ

© Yamaha Motor Co., Ltd. .
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IMDSデータを

取得できましたか？

※2 SDS（安全データシート、旧MSDS）は全ての物質を記載していない可能性があります。        

必ず、全ての物質の提出を仕入先にご依頼ください。

企業秘密のためデータ取得が困難な場合は、「（補足II-3） 規制物質の含有確認」をご参照ください。

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

データ作成開始

構成部品、材料

のデータは取得済み※1

ですか？（支給部品、

材料を除く）

事前準備：企業登録 

事前準備： 企業登録

III a.部品データシートの作成※3

III a.  部品データ

シートの作成※3

データは

承認されて

いますか？

IV c.データ修正

IV c. データ

修正

データ提出完了

Yes

No

承認

拒否送信先での
処理中

IMDSデータご提出完了までの流れ

本ページのフローに沿って

IMDSデータを作成、送信 

してください。

I.仕入先にIMDSデータ提出を依頼

I. 仕入先にIMDS

データ提出を依頼

No

II a. IMDSデータの　受領処理

II a. IMDS

データの

受領処理

Yes

II b.材料データシートの作成※3

II b. 材料データ

シートの作成※3

☆IV a. データ送信

IV a. ☆データ

送信

提出先の確認完了

をお待ちください※4

☆II c. 支給材料データの作成

II c. ☆支給材料

データの作成

☆III b. 支給部品データの作成

III b. ☆支給部品

データの作成

III c.複合部品データの作成

III c. 複合部品

データの作成
IV b.データ転送（商社の場合）

IV b. データ転送

（商社の場合）

※1 図面指示のある補助材（グリス、ねじ固着剤、ペイント

マークなど）もデータ取得が必要です。                                                                                      

一般工業規格で成分データが規定されている材料は、

IMDSの標準材料シートを使用することもできます。

成分表を取得※2

I.

II. III. IV.

※4 データ受信から1週間以内を目途に処理致します。

※3 データシートの作成方法は、IMDSの公式マニュアル（英語）もご参照ください。

（IMDSインフォメーションページ→はじめてご利用頂く方へ→データシートを作成するには）

☆マークは当社独自の運用です。

☆III d. 組立品番の場合

III d. ☆組立品番の場合

https://public.mdsystem.com/web/imds-public-pages/create/
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IMDSを初めて使用する場合、企業登録が必要です。

登録方法はIMDSインフォメーションページ→ヘルプ→チュートリアルの
「企業登録（オンライン登録）」の手順」（下記リンク中、ページ下部）をご参照ください。

https://public.mdsystem.com/web/imds-public-pages/tutorials

※企業登録は1社につき1回です。他部署で登録している場合は登録不要です。

※IMDSは、お取引先様は無料で使用可能です。（登録料、利用料ともに無料）

※取得した企業ID、ユーザーIDは忘れない様にメモしてください。

企業ID：

ユーザーID：

事前準備：企業登録

ヘルプ → チュートリアル

企業登録の方法は、ページ下部の

「企業登録の手順」をご参照ください

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

IMDSインフォメーションページ

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/tutorials
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事前準備：企業登録 ｰユーザー追加ｰ

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

企業登録を実施した人は管理者となり、自社内のIMDS利用者を追加登録※1します。

◼ 管理者（ｶﾝﾊﾟﾆｰｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰ）：各種権限を保持（複数名の登録を推奨）

◼ 一般ユーザー：通常のデータ作成・送信が可能

企業登録をした人
（例：営業部門の管理者）

管理者（Company Administrator）

ユーザーの追加や権限変更ができます

IMDSを使用する部署の代表者
（例：品質保証部門の管理者）

調査依頼に回答する人

（例：営業部門の担当者）

IMDSデータを作成する人

（例：品質保証部門の担当者）

ユーザーを追加

ユーザーを追加 ユーザーを追加

※1 追加登録の方法は、IMDSトレーニングガイドをご参照ください。（下記URLページの下部「IMDSトレーニングガイド」）

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq

「IMDS トレーニングガイド カンパニーアドミニストレーター編 1.2.4 ユーザー」

一般ユーザー（User）

データの作成、編集、

閲覧ができます

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq
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事前準備：企業登録 ｰIMDSにログインｰ

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

企業登録、ユーザー登録後、取得したユーザーIDでログインできることをご確認ください。

◼ IMDS(http://www.mdsystem.com/)にアクセス

◼ 「ログイン」をクリック

◼ ユーザーIDとパスワードを入力

フローチャートへ戻る

「ログイン」

をクリック

（参考）パスワードを忘れた場合は

「新しいパスワードの発行依頼」を

クリック

「ログイン」をクリックし、

「ユーザーID」と「パスワード」を入力

http://www.mdsystem.com/
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I. 仕入先へのデータ提出依頼

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

IMDSデータを作成するには、まず対象品目の構成部品、材料を確認※1し、既にデータ 

を取得済みか確認※2してください。構成部品、材料は、購入単位まで分解してください。

未取得の品目がある場合は、仕入先にIMDSデータの提出を依頼してください。

※1 表面処理や組立補助剤など、漏れなく確認してください。

※2 一般工業規格で成分データが規定されている材料は、IMDSの標準材料シートを使用することもできます。

Item Assy

Item 1

Item 2（購入品）            → データ取得済み

材料A  → データ取得済み

材料B → データ未取得

Item 3（購入品）            → データ未取得

構成部品 材料

データ未取得の品目は、仕入先にIMDSデータ提出を依頼

組立補助剤 組立補助剤 → データ未取得
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（参考）仕入先へのIMDSデータ提出依頼の例

件名：IMDSデータご提出のお願い

下記部品（または材料）について、IMDSデータのご提出をお願いします。

IMDSのご対応が難しい場合は、すべての物質が記載された成分表をご提出ください。

※SDS（安全データシート、旧MSDS）は全ての物質が記載されておりませんので、

SDSによる代用はできません。

部品番号（または材料コード）：ABCDE

IMDSデータの送信先企業ID：123456

ご提出期日：○月×日

I. 仕入先へのデータ提出依頼

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

仕入先はIMDSデータを提出するにあたり、送信先の企業IDと対象品目の部品番号また

は材料コードが必要です。依頼と合わせて連絡してください。

※送信先の企業IDは、お取引先様自身の企業IDを連絡してください。※1

※1 商社において仕入先から納入先に直接データ送信する場合は、納入先の企業IDを伝えてください。また、部品番号やサプライヤ
コードは納入先指定のコードを使用するよう仕入先に依頼し、納入先にはメーカーから直接送信する旨を事前に連絡してください。

自社の企業IDはIMDSログイン後にページ左上に表示されます。

IMDSデータの提出を依頼する際は、自社の企業IDを仕入先に伝えてください。

Yamaha Tarou
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ヤマハ発動機グループからのIMDSデータ提出依頼

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

当社からのIMDSデータご提出の依頼は、品番とサプライヤコードを指定して連絡致します。

ただし、材料変更に伴う追番改訂の場合は、当社からの連絡の有無に関わらず、購入品

品質保証マニュアルに則ってIMDSデータをご提出ください。

フローチャートへ戻る

当社からのIMDSデータ提出依頼の例

※1 配信先に変更がある場合は、「IMDS窓口申請書.xlsx」をご提出ください。申請書は当社調達の担当バイヤーより入手してください。

※2 部品構成は記載いたしません。実際の製品仕様に従ってデータを作成してください。構成情報が必要な場合は、配信メール記載
の問合せ先にご連絡ください。

システム配信※1の場合

・送信アドレス：SoC-System@yamaha-motor.co.jp

・メール件名：Request of IMDS Submission

IMDSデータの送信先企業ID

※グループ会社毎に異なります。送信先を間違えないよう、ご注意ください。

対象品目※2は本文中に記載または添付ファイル

で送付します。

（参考）本文中に記載の場合、コピーしてエクセル

に張り付けることで表となります。（セルの書式は

文字列としてください）

Yamaha Tarou
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II a. IMDSデータの受領処理

仕入先からIMDSデータを受信したら、本章の手順でデータの受領処理を行なってください。

（データ受信時、IMDSから通知の受取が可能です。設定方法は末尾の参考資料をご参照ください。）

※受信データの内容を必ず確認してください。（IMDSデータ受信時の内容確認参照）

◼ IMDSログイン後、画面左上「機能」の「受信済み一覧」から「データシート」を選択

◼ 部品番号などで検索し、ダブルクリックでデータを表示

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

「機能」メニューの「受信済み一覧」

→「データシート」をクリック

部品番号などで検索

ダブルクリックでデータシートを表示
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II a. IMDSデータの受領処理

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

データシートが開いたら、内容を確認し、承認または修正依頼します。

◼ ボタンをクリックし、システムチェック実施

→警告がある場合は、内容確認

よくある警告への対応方法は末尾の参考資料をご参照ください。

◼ 「データシート」メニューより、

➢ 問題が無ければ「承認」

➢ 修正が必要であれば「拒否」し、修正を依頼
システムチェック

を実施

データの入力がIMDSの規則に沿っていない場合、警告が表示されます。

警告の表示されるデータは、内容が適切でない可能性が高いため、要確認

内容を確認

内容確認後、

「承認」または

「拒否」をクリック

フローチャートへ戻る

※フィルター：GADSL時、赤色で表示される物質は、

当社の管理基準「YGK-A-119 製品含有化学物質

管理基準」において、一律又は条件付きで禁止する

物質 に該当します。YGK-A-119を参照し、禁止条

件に該当しないことをご確認ください。

また、下線が引かれている物質は、欧州REACH

規則において将来禁止となる可能性が高い物質

（候補リスト物質/高懸念物質）を示しています。
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仕入先よりIMDS以外の形式（PDFやエクセルなど）で成分データを入手した場合は、

該当データを本章の手順でIMDSに登録してください。

◼ IMDSログイン後、「データシート」から「新規作成」、「データシート」、「材料」を選択

II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

入手した材料データの例

名称 CAS No 含有率、%

DEHP 117-81-7 30 – 35

PVC - 60 – 70

その他 - 5 - 8

「データシート」メニューの

「新規作成」→「データシート」

→「材料」をクリック

※ SDS（安全データシート、旧MSDS）は全ての物質を記載して

いない可能性があります。必ず、全ての物質の提出を仕入先
に依頼してください。
企業秘密のため開示できない場合は「（補足II-3）規制物質の
含有確認」をご参照ください。

※複合材料（セミコンポーネント）の作成方法は「（補足II-1）複合材料のデータ作成」を、

混合材料（樹脂など）の作成方法は「（補足II-2）混合材料のデータ作成」を参照してください。

Yamaha Tarou

[123456]
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表示されるリストの中から、適切な材料分類※1を選択してください。

◼ 適切な材料分類を選択し、「適用」をクリック

◼ 樹脂・ゴム材料の場合、記号※2を選択

II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

該当の材料分類を選択し、

「適用」をクリック

樹脂・ゴム材料の場合、

適当な材料記号を選択し、

「はい」をクリック

※1 材料分類とは、鉄・アルミ・樹脂など、材質や機能による分類です。日本語訳は、「ヘルプ」→「よくあるお問い合わせ」→「IMDS材料
分類日英対照表」をご参照ください。（リンク中のページ下部：https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq）
詳しい内容はレコメンデーション“IMDS 001a”をご参照ください。（IMDSログイン後、「Help」→「レコメンデーション」をクリック）

※2 樹脂・ゴムの材料記号は、ISO1043またはJIS K 6899をご参照ください。ご不明な場合は、材料メーカーにお問い合わせください。

※3 リサイクル情報 ； 材料分類 5.xの場合は、材料データシートに直接入力する必要があります。

※3

材料分類の詳細はレコメンデーション001a

をご参照ください

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq
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II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

新しいデータシートが開いたら、名称等を入力してください。

※名称、商品名、社内材料コードは、部品データシートの作成時に検索で使用します。

識別できるように、適宜設定してください。使用材料の取り違えを防止するために、

「社内材料コード」には各社における管理コードの記入をお勧めします。

後から識別できるように入力

※使用材料の取り違えを防止するために、

「社内材料コード」には各社における管理

コードの記入をお勧めします。
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名称 CAS No 含有率、%

DEHP 117-81-7 30 – 35

PVC - 60 – 70

その他 - 5 - 8

材料データシートに物質を追加します。

◼ 材料が選択されていることを確認し、化学物質の追加 をクリック

◼ 検索画面が開くので、CAS No.や名称等で該当の化学物質を検索し、適切な物質を

選択して「適用」をクリック

II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

化学物質は、CAS Noや名称で検索

「その他」は、CAS Noを「system」と

して検索
「検索」をクリック

検索結果から適切なものを

選択し、「適用」をクリック

入手した材料データの例

化学物質の追加

をクリック

材料が選択されていることを確認
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名称 CAS No 含有率、%

DEHP 117-81-7 30 – 35

PVC - 60 – 70

その他 - 5 - 8

II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ 化学物質が追加されたら、含有率を入力

前ページの操作を繰り返し、すべての物質を登録してください。

含有率の入力方法には3通り 

範囲値 --- 幅を持たせて入力する場合 

固定値 --- 固定の値を入力する場合 

残部   ----- 残部を選択することにより、

100%から引き算した値を

      自動的に計算 

化学物質を追加したら

含有率を入力

入手した材料データの例

前ページを繰り返し、

すべての材料を登録
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II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

続いて、データシート作成者の情報（コンタクトパーソン）を選択します。

◼ 「サプライヤー情報」タブをクリック

◼ コンタクトパーソンを選択※1
「サプライヤー情報」タブ

をクリック

コンタクトパーソンを選択

※1 コンタクトパーソンが表示されない場合は、自社の管理者（カンパニーアドミニストレーター）に登録を依頼してください。詳細は下記
URLページ下部の「IMDSトレーニングガイド」、「カンパニーアドミニストレーター編 1.2.2 コンタクトパーソン」を参照してください。
https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq

Yamaha Tarou

Yamaha@yamaha-motor.co.jp 

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq
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II b. 材料データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

以上でデータシートの作成完了です。エラーチェックを実施して内容を確認してください。

◼ ボタンをクリックし、データを一時保存

◼ ボタンをクリックし、エラーチェックを実施

→エラー/警告がある場合は、修正/内容確認

よくあるエラー/警告への対応方法は末尾の参考資料をご参照ください。

◼ エラー修正後、「データシート」メニューより「社内送信」を実施

エラーチェックを実施保存

完成後に「社内送信」

を実施

フローチャートへ戻る

※フィルター：GADSL時、赤色で表示される物質は、

当社の管理基準「YGK-A-119 製品含有化学物質」

管理基準」において、一律又は条件付きで禁止する

物質 に該当します。YGK-A-119を参照し、禁止条

件に該当しないことをご確認ください。

また、下線が引かれている物質は、欧州REACH

規則において将来禁止となる可能性が高い物質

（候補リスト物質/高懸念物質）を示しています。
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（補足II-1）複合材料のデータ作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

複合材料のデータを作成する場合は、予めそれぞれの材料データシートを作成し、次の

手順で複合材料のデータシートを作成してください。

※複合材料とは、2つ以上の均質材料が積層されている材料のことです（例：メッキ鋼板、

被覆電線など）。材料データシートは、均質材料毎に作成してください。

◼ 「データシート」から「新規作成」、「データシート」、「セミコンポーネント」を選択

複合材料の例

メッキ鋼板

95% スチール

5 %  メッキ

※割合（%）は質量比で記入してください。

被覆電線

60% PVC被覆

40%  銅線

「データシート」メニューの

「新規作成」→「データシート」→

「セミコンポーネント」をクリック
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（補足II-1）複合材料のデータ作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ 名称等を適宜設定し、複合材料が選択されている状態で材料追加 をクリック

◼ 検索画面が開くので材料を検索し、追加。含有率を入力

※操作方法は「II b. 材料データシートの作成」を参照してください。

複合材料を選択した状態で、材料追加をクリック

検索画面より構成材料を追加し、含有率を入力

※含有率（%）は質量比で記入してください。
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（補足II-2）混合材料のデータ作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

カラー樹脂のように2つ以上の材料を混合して最終的な均質材料となる場合は、予めそ

れぞれの材料データシートを作成し、それを混合割合で参照して最終状態の材料データ

シートを作成します。

◼ 「データシート」から「新規作成」、「データシート」、「材料」を選択

混合材料の例

PP(Black)

97% PP(Natural)

3 %  Black Pigment

「データシート」メニューの

「新規作成」→「データシート」

→「材料」をクリック

PP (Black)混合

PP（無色）

着色材

Yamaha Tarou

[123456]
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（補足II-2）混合材料のデータ作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ 名称等を適宜設定し、混合後の材料が選択されている状態で材料追加 をクリック

◼ 検索画面が開くので材料を検索し、追加。含有率を入力

※操作方法は「II b. 材料データシートの作成」を参照してください。

混合後の材料を選択した状態で、材料追加をクリック

検索画面より構成材料を追加し、混合割合を入力
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（補足II-3）規制物質の含有確認

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

企業秘密のため材料メーカーより成分データの入手が困難な場合は、該当材料が規制

物質（GADSL※掲載物質）を含有するか確認し、結果に応じて次ページのように回答する

よう、材料メーカーに依頼してください。

※ GADSL（Global Automotive Declarable Substance List,自動車業界統一化学物質管理リスト)：

禁止又は管理対象として規定される物質のリスト。日欧米の自動車メーカー、自動車部品サプライ

ヤ、化学メーカーから構成されたGASG(Global Automotive Stakeholders Group)によって制定さ

れ、1回/年改訂される。

リストはウェブサイトより入手可能（http://www.gadsl.org/） 規制物質のリスト

物質  CAS No 含有率
成分A XXXX-XX-X ○%
成分B  YYYY-YY-Y □%
成分C  ZZZZ-ZZ-Z △%

材料メーカー

確認

材料メーカーに、GADSL掲載物質

の含有確認を依頼してください。

http://www.gadsl.org/
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（補足II-3）規制物質の含有確認

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

A) 規制物質（GADSL掲載物質）を含有する場合

該当物質のCAS Noと含有率を正確にご回答ください。規制対応に必要な情報です。

B) GADSLに記載がない物質

秘匿が可能ですが、IMDSは合計100%のデータ登録が必要なため、一般名称と含

有率をご回答ください。（10%以下は「その他」も可能です）

また、GADSLの改訂時、材料メーカーは秘匿した物質が新しく掲載されたか確認し、

GADSLに掲載された場合は自発的な情報更新が必要です。※1

【ご回答例】

樹脂

オイル

主成分：PA6

充填剤：GF Fibre

可塑剤：DEHP ZZZ-ZZ-Z

その他：機密扱い

70～80 %

10～15 %

10 %

5 %

主成分：Ester oil

増粘剤：Li soap

添加剤：MCCP   ZZZZ-ZZ-Z

その他：機密扱い

80～90 %

5～10 %

3 %

2 %

A) 規制物質はCAS Noと含有率のご回答必須

B) 規制対象でない物質は、一般名称やその

他としてご回答ください（その他は10%まで）

フローチャートへ戻る

※1 詳細はIMDSの規則（IMDS 001）の「規則3.2.1.D」をご参照ください（データシートの改訂に関する基本規則） 更新管理のため、

材料メーカーもIMDSを使用し、「機密扱い」という機能の使用を推奨します（参考資料参照）
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II c. 支給材料データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

対象部品が当社からの支給材料を使用している場合、本章の手順で支給材料のデータ

シートを作成後、「III a. 部品データシートの作成」に進んでください。

※事前に、該当材料の材料コードをご確認ください。

材料コードは、Gから始まる7桁のコードで、実際の材料取引で使用するコードと同一です。

（SGから始まる場合は頭のSを取ったG以降の7桁）

◼ IMDSログイン後、「データシート」から「新規作成」、「モジュール」、「材料」を選択

Yamaha Tarou

[123456]

「データシート」メニューの

「新規作成」→「モジュール」→「材料」

をクリック
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表示されるリストの中から、支給材料の種類に応じて適切な材料分類を選択してください。

※材料分類とは、鉄・アルミ・樹脂など、材質や機能による分類です。日本語訳は、「ヘルプ」→「よくあるお問い合

わせ」→「IMDS材料分類日英対照表」をご参照ください。（下記リンク中のページ下部）

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq

◼ 該当の材料分類を選択し、「適用」をクリック

◼ 樹脂・ゴム材料の場合、記号を選択※1

II c. 支給材料データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

樹脂・ゴム材料の場合、

該当の材料記号を選択し、

「はい」をクリック

※1 樹脂・ゴムの材料記号は、ISO1043またはJIS K 6899をご参照ください。ご不明な場合は、

IMDSデータ提出の依頼元にお問合せください。

※2 支給材料における、材料分類 5.xのリサイクル情報は、「材料にリサイクル

情報が含まれますか？」の問に 「いいえ」でお答えください。 

該当の材料分類を選択し、

「適用」をクリック

材料分類の日本語訳

※2

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq
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II c. 支給材料データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

新しいデータシートが開いたら、名称等を入力してください。

◼ 名称、商品名は材料に応じて適宜入力

◼ 社内材料コードに、支給材料の材料コードを入力（Gから始まる7桁のコード）

名称および商品名は

材料に応じて適宜入力

社内材料コードは該当の

支給材料の材料コード

（G頭の7桁のコード）を

入力

Yamaha Tarou

[123456]
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II c. 支給材料データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

支給材料であることを識別するために、公開材料の「YAMAHA」を追加してください。

◼ 材料追加 をクリック

◼ 検索画面が開くので、名称に「YAMAHA」と入力し、検索範囲は「公開データシート」の

みにチェックを付け、「推奨材料データシート」のチェックを外して検索

◼ ID：621439965の公開材料「YAMAHA」を選択して適用をクリック

名称に「YAMAHA」と入力

材料追加をクリック

「公開データシート」のみにチェック

※右にスクロールし、「自社データシート」および

「自社モジュール」のチェックは外してください。

ID：621439965の公開材料「YAMAHA」を選択して

適用をクリック

「推奨材料データシート」のチェックを外す
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II c. 支給材料データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

公開材料「YAMAHA」を追加したら、含有率を100%を入力し、社内送信してください。

◼ 含有率を「固定値」とし、100%と入力

◼ 「データシート」より「社内送信」を実施※1

含有率を「固定値」とし、

「100」%と入力

フローチャートへ戻る

完成後に「社内送信」

を実施

※1 警告メッセージが表示されますが、無視して社内送信を実施してください。
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※部品のデータを作成する際は、必ず「コンポーネント（ ）」で作成してください。

セミコンポーネント（ ）は部品としてではなく材料として扱います。

お間違いの無いようご注意ください。

III a. 部品データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

材料データの収集・作成が完了したら、本章の手順に従って部品データを作成してくださ

い。この章では、単品のデータシート作成方法を説明します。複合部品はまず本章の手

順で構成部品を作成後、「III c. 複合部品データの作成」に進んでください。

◼ 「データシート」から「新規作成」、「データシート」、「コンポーネント」を選択

部品の例

10g Bolt 9.5 g Steel

0.4 g Zn Plating

0.1 g Passivation

ボルト

亜鉛メッキ（化成処理有）

Yamaha Tarou

[123456]

「データシート」メニューの「新規作成」

→「データシート」→「コンポーネント」を

クリック



44

III a. 部品データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

新しいデータシートが開いたら、部品名称、部品番号、部品質量を入力してください。

※当社品番を有する部品は、取引で使用する“納入品番”を部品番号に入力してください。

お取引先様における運用上、このページ（構成情報）に当社品番を 入力できない場合は、

「IV a. データ送信」において送信先情報ページに当社品番を入力し、データをご送付くだ

さい。

部品名称、部品番号を入力

※当社品番を有する部品は、“納入品番”

を部品番号に入力してください。

また、部品名称は当社指定と完全一致で無

くても結構ですが、部品の種類が判別でき

るように設定してください。

部品質量を入力

（単位はkg, g, mgから

選択できます）
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部品に材料を登録します。

◼ 部品が選択されていることを確認し、材料追加 をクリック
（複合材料を追加する場合は、セミコンポーネント追加 をクリック）

◼ 検索画面が開くので、名称等を入力し、「承認データシート」にチェックを入れて検索し、

適切な材料を選択して「適用」をクリック

III a. 部品データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

材料追加を

クリック

名称などを入力し、 「承認データシート」に

チェックを付けて検索

※「承認データシート」のチェックを付けないと、

仕入先から受領したデータが検索されません。

該当品を選択し、

「適用」をクリック

部品が選択されて

いることを確認
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III a. 部品データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ 材料が登録されるので、使用量（質量）を入力

前ページの操作を繰り返し、すべての材料を登録してください。

材料の使用量を

入力

前ページを繰り返し、

すべての材料を登録
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一般工業規格で成分が規定されている材料を使用している場合、IMDSの標準材料

シートを使用することもできます。標準材料シートは次のように検索します。

◼ 名称に工業規格の材料名称を入力

◼ 「公開データシート」および「サプライヤーで検索可能」にチェックをつけて「検索」

（参考）一般工業規格の検索方法

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

「IMDS-Committee」によって用意された

一般工業規格のデータも使用できます

名称等を入力し、「公開データシート」および「サプライヤーで検索可能」

にチェックを付けて検索
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続いて、データシート作成者の情報（コンタクトパーソン）を選択します。

◼ 「サプライヤー情報」タブをクリック

◼ コンタクトパーソンを選択※1

III a. 部品データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

「サプライヤー情報」タブ

をクリック

コンタクトパーソンを選択

※1 コンタクトパーソンが表示されない場合は、自社の管理者（カンパニーアドミニストレーター）に登録を依頼してください。詳細は下記
URLページ下部の「IMDSトレーニングガイド」、「カンパニーアドミニストレーター編 1.2.2 コンタクトパーソン」を参照してください。
https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq

Yamaha Tarou

Yamaha@yamaha-motor.co.jp 

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/faq
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III a. 部品データシートの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

以上でデータシートの作成完了です。エラーチェックを実施して内容を確認してください。

◼ ボタンをクリックし、データを一時保存

◼ ボタンをクリックし、エラーチェックを実施

→エラー/警告がある場合は、修正/内容確認

よくあるエラー/警告への対応方法は末尾の参考資料をご参照ください

◼ エラー修正後、「データシート」メニューより「社内送信」を実施

エラーチェックを実施保存

エラー/警告がある場合、画面下部にメッセージが表示されます。

※警告が表示されていても、実際の製品仕様（完成状態）を正しく

表現していれば問題ありません。

データ内容の不足や、未完成状態（反応前など）のデータを記載し

ている場合は、データを修正してください。

フローチャートへ戻る

完成後に「社内送信」

を実施
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III b. 支給部品データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

対象部品が当社からの支給部品を使用している場合※1は、本章の手順で支給部品の

データシートを作成後、「III c. 複合部品データの作成」に進んでください。

※支給部品データシートには、該当部品の当社品番（納入品番）を入力してください。※2

◼ 「データシート」から「新規作成」、「モジュール」、「コンポーネント」を選択

◼ 部品名称、部品番号、部品質量に支給部品の情報を入力

※該当の支給部品の実際の値を入力してください。

「データシート」メニューの「新規作成」

→「モジュール」→「コンポーネント」を

クリック

※1 当社が支給する素材部品に加工を施す場合も、本章の手順で支給部品データを作成し、「III c. 複合部品のデータの作成」に進んで
ください。尚、部品質量は加工後の質量を入力してください。

※2 支給部品の品番がご不明な場合は、IMDSデータ提出の依頼元にお問合せください。

部品名称、部品番号、部品質量に

支給部品の情報を入力

※実際の値を入力してください。
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III b. 支給部品データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

支給部品であることを識別するために、公開材料の「YAMAHA」を追加してください。

◼ 材料追加 をクリック

◼ 検索画面が開くので、名称に「YAMAHA」と入力し、検索範囲は「公開データシート」

のみにチェックを付け、「推奨材料データシート」のチェックを外して検索

◼ ID：621439965の公開材料「YAMAHA」を選択して適用をクリック

名称に「YAMAHA」と入力

材料追加をクリック

「公開データシート」のみにチェック

※右にスクロールし、「自社データシート」および

「自社モジュール」のチェックは外してください。

ID：621439965の公開材料「YAMAHA」を選択して

適用をクリック

「推奨材料データシート」のチェックを外す
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III b. 支給部品データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

公開材料「YAMAHA」を追加したら、質量を入力し、社内送信してください。

◼ 材料質量に支給部品と同じ質量を入力

◼ 「データシート」より「社内送信」を実施※1

材料質量に支給部品と

同じ質量を入力

フローチャートへ戻る

完成後に「社内送信」

を実施

※1 警告メッセージが表示されますが、無視して社内送信を実施してください。
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III c. 複合部品データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

複合部品のデータシートを作成するには、予め構成部品のデータを収集・作成してください。

ここでは、1階層の複合部品について説明します。2階層以上の複合部品は本章の手順を下

位構成から順に繰り返してください。（「IMDSデータのイメージ」参照）

また、当社が支給する素材部品を加工する場合も下右図のようにデータを作成してください。

◼ 「III a. 部品データシートの作成」と同様に新規作成し、部品名称、番号、質量を入力

※1 組立部品について、組立補助剤を使用しない場合でも、データを作成してください。

※2 加工のみで材料の追加が無い場合でも、データを作成してください。

複合部品の例 素材部品（支給部品）を加工する場合

Item Assy
Item 1

組立補助剤※1 組立補助剤※1

Item 1

Item 1（素材部品※2）

コンポーネントデータシートを新規作成し、

部品名称、部品番号、部品質量を入力

Item 2
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III c. 複合部品データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

構成部品、材料を追加します。

◼ 親部品が選択されていることを確認し、追加するデータに応じて 、 、 をクリック※1

◼ 検索画面が開くので検索し、適切なデータを追加。員数または使用量を入力

※操作方法は「III a. 部品データシートの作成」を参照してください。

※1 構成部品を追加するときは、必ず コンポーネント追加をクリックしてください。 セミコンポーネントは部品ではなく材料ですので、
お間違いの無い様にご注意ください。

追加するデータに応じてクリック

・構成部品：

・材料：

・セミコンポーネント：

親部品が選択されて

いることを確認

構成部品を追加した

場合は員数、

材料を追加した場合

は使用量を入力
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III c. 複合部品データの作成

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

前ページの操作を繰り返し、すべての構成部品、材料を登録したら、完了処理（コンタクト

パーソンの選択、エラーチェック※1、社内送信）を行ってください。

※操作方法は「III a. 部品データシートの作成」を参照してください。

フローチャートへ戻る

※1 警告メッセージ「異なるタイプのノード(コンポーネント、セミコンポーネント、材料)が同一レベルに配置されています。」は
問題ありません。
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III d. 組立品番の場合

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

※1 構成部品はすべて当社からの支給部品で、設計図面は存在せず、組立指示図により組立のみを行って頂く品目。

※2 補助剤を使用しない場合でも、データを作成してください。

例：Item Assy. ABC-Y1234-00-00-80

コンポーネントデータシートを新規作成し、

部品名称、部品番号、部品質量を入力

Item Assy.
Item1

Item2

組み立て補助剤（接着剤） *2

構成部品はヤマハからの支給品

もしくは、お取引様自給品
ボルト

組立品番（中5桁の頭がYまたはX）※1のデータシートには、完成質量と組立で使用する

補助剤のみご登録ください。構成部品の記載は不要です。ただし、エラーを防止するため

に質量調整をお願いします。

◼ 「III a. 部品データシートの作成」と同様に新規作成し、部品名称、番号、質量を入力

◼ 使用する材料を登録し、使用量を入力（登録方法は「III a. 部品データシートの作成」参照）

使用材料を登録し、

使用量を入力

ヤマハ支給品は

ダミー品番可
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エラーを防止するために、質量調整を行います。

① 入力した部品質量と、「部品質量（自動計算値）」の差を計算

② →「ノード」をクリックし、追加した構成部品の部品名称、部品番号は「YAMAHA」、

員数は1、部品質量は①の計算結果を入力

③ をクリックし、「III b. 支給部品データの作成」と同様に公開材料「YAMAHA」を追加

し、①の計算結果を質量に入力

III d. 組立品番の場合

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

①部品質量と、「部品質量（自動計算値）」

の差を計算

例：500 – 10 = 490 g

②質量調整用の部品を追加し、部品名称、

部品番号は「YAMAHA」、員数は1、部品質

量は①の計算結果（例：490 g）を入力

③支給部品に使用する公開材料「YAMAHA」を追加し

（操作方法は「 III b. 支給部品データの作成」参照）、

質量に①の計算結果（例：490 g）を入力
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III d. 組立品番の場合
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完了処理（コンタクトパーソンの選択、エラーチェック※1、社内送信）を行ってください。

※操作方法は「III a. 部品データシートの作成」を参照してください。

フローチャートへ戻る

※1 警告メッセージ「異なるタイプのノード(コンポーネント、セミコンポーネント、材料)が同一レベルに配置されています。」は
問題ありません。また、公開材料「YAMAHA」に対する警告は無視してください。
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IV a. データ送信

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

データ作成が完了したら、依頼元に送信します。

◼ 「送信先情報」タブをクリック

◼ 宛先追加 をクリックし、企業ID※1でデータの送信先を検索

「送信先情報」タブ

をクリック

※1 ヤマハ発動機グループ会社各社の企業IDは、「IMDSデータの送信先」を参照してください。

宛先追加をクリック

宛先を企業ID※1で検索し、

適用をクリック
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IV a. データ送信

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

宛先を追加したら、サプライヤコードおよび品目番号を入力し、データを送信してください。

◼ サプライヤコードおよび部品番号（または社内材料コード、材料コート゛）を入力

※該当品目の取引で使用するコードを入力

◼ 図面情報に、データシート作成時の図面情報を入力

◼ 入力後、送信（または全送信）をクリック

入力後、「送信」または「全送信」

をクリック

サプライヤコードおよび部品番号

（または社内材料コード）は、当社

との取引で使用するコードを入力

フローチャートへ戻る

データシート作成時の

図面情報を入力
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（補足） データの事前確認

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

原則として、IMDSデータは内容確定した状態（バージョンが整数）でご送信ください。た

だし、送信先との事前協議を行いたい場合等は、編集状態（バージョンが小数）でご送信

ください。内容を確認し、結果を「拒否の理由」に記載して差戻しますので、内容を反映し

て確定後に再送信してください。

入力後、「送信」または「全送信」

をクリック

サプライヤコードおよび部品番号

（または社内材料コード）は、当社

との取引で使用するコードを入力

フローチャートへ戻る

データシート作成時の

図面情報を入力
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商社の場合、仕入先からの受領データをIMDS内で転送します。

（事前に、「II a. IMDSデータの受領処理」を実施してください）

◼ 「機能」の「受信済み一覧」から転送するデータを表示

※操作方法は「II a. IMDSデータの受領処理」 を参照してください。

◼ 「データシート」メニューより、「転送」をクリック

※データの送信方法は「IV a. データ送信」を参照してください。※1

IV b. データ転送（商社の場合）

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

※1 送信前に、コンタクトパーソンの選択が必要です。「III a. 部品データシートの作成」をご参照ください。

「データシート」メニューより、

「転送」をクリック

フローチャートへ戻る
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IV c. データ修正
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送信済みデータの処理状況を確認し、「拒否」となったデータは修正してください。

（データ拒否時、IMDSから通知の受取が可能です。設定方法は末尾の参考資料をご参照ください。）

◼ 「機能」の「送信済み一覧」から「データシート」を選択

◼ 部品番号などで検索し、ステータスを確認

「機能」メニューの「送信済み一覧」

→「データシート」をクリック

部品番号などで検索し、

ステータスを確認
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IV c. データ修正
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ステータスが「拒否」のデータは、拒否の理由を確認し、データ修正して再送してください。

◼ 該当データの行を右クリックし、「拒否の理由」を確認※1

◼ コピーの「新規バージョン」※2よりNG箇所を修正し、データを再送

※1 拒否の理由がエラーコードで記載されている場合は、「（補足IV-1）エラーコード対照表」をご参照ください。

※2 データシートのID/バージョンについては、「データシートの最新版管理」をご参照ください。

右クリックより「コピー」→

「新規バージョン」をクリック

し、データを修正して再送

フローチャートへ戻る

ステータスが「拒否」となったデータ

右クリックより「拒否理由を表示する」

メッセージを確認してください。

Yamaha Tarou

[123456]
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（補足IV-1）エラーコード対照表

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

コード エラー理由 対応方法

EA03 サプライヤコードに誤りがあります。 サプライヤコードを確認してください。

EA06 IDが異なる同一品番のデータが存在します。
該当するデータのIDは、過去に他の品目番号で使用しています。
同一品目番号のデータを修正または更新するときは､
｢新規バージョン｣でコピーし､同じ ID のバージョンアップでご送信ください｡

EA10 品番が異なる同一 IDのデータが存在します。
該当するデータの品目番号は、過去に他のIDで受信しています。
同一品目番号のデータを修正または更新するときは､前回送信時と同じ
IDで送信してください。

EA11 受信したID、バージョンは既に存在します。
該当するデータは、前回送信時と同じバージョンで送信されました。
IDは前回と変更せずバージョンを繰り上げて再送して頂くか、
小数バージョンを社内送信をしてデータを確定してから再送してください。

EA13 2つの異なる品番のデータが同時に送信されました
2つの品番は、ヤマハ品番とサプライヤー品番です。 この場合、
ヤマハ品番のIMDSデータのみが受信され、サプライヤー品番のIMDS
データは自動的に拒否されます。ご対応は不要です。

EC03
質量公差がIMDS の規定値をオーバーしている
データシートがあります｡

IMDS の規定値に収まるようにデータを修正してください｡

EC08 IMDSデータシートタイプに誤りがあります｡ 部品のデータシートは “ コンポーネント ” で作成してください｡

EC14 支給部品が同じ階層に複数あります｡
｢ヤマハ発動機 IMDS運用マニュアル ｣ (本マニュアル) に従ってご回答
ください｡

EM08 IMDSデータシートタイプに誤りがあります｡
材料のデータシートは “ 材料 ” または “ セミコンポーネント ” で
作成してください｡

エラーコードはメール通知に記載されません。拒否の理由をご確認の上、ご対応をお願いいたします。
エラーが解消されない場合は、通知メールに記載の問合せ先、または本マニュアル記載の問合せ先までご連絡ください。

※ 弊社システムは、ご提出いただいたIMDSデータの 品目番号に対し、IDを紐づけて管理しております。

    以下の場合は弊社システムによる自動リジェクトの対象となりますのでご注意ください。

(EA06・EA10・EA11)

     同一の品目番号に対し、異なる IDを用いて再送頂いた場合

     既に使用されているIDにに対し、異なる品目番号にて送信頂いた場合

     同一の品目番号に対し、同じバージョンで再送頂いた場合
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（補足IV-2）図面改訂時の事前内容確認
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図面改訂により品番が変わる予定だが、事前にヤマハ発動機グループにて成分データ

の変更内容を確認する必要がある場合、「データシートレポート（PDF）」をご提出ください。
（品番未定につき、システム送信ではデータの判別が出来ないため）

◼ 「新規データシート※1」にて改訂箇所のデータを編集後、「データシート」⇒「データシート

レポートの作成」⇒「Full Report」をクリック

◼ 出力されるPDFファイルを印刷し、改訂箇所を蛍光ペンなどでマークし、ご提出ください

※1 品番が変わるため、データのIDを変更してください。データシートのID/バージョンについては、「データシートの最新版管理」
をご参照ください。
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以下、参考資料

© Yamaha Motor Co., Ltd. .
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（参考資料）よくある警告への対応
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・IMDSの規則（IMDS 001）に従っていない場合、警告が発生

・IIMDSの規則は「ヘルプ」の「レコメンデーション」から入手可能

・材料データに下記のよくある警告が表示される場合、仕入先に本章記載内容を確認し

てください。

【よくある警告メッセージ】

i. 含有率の範囲値の差が許容値を越えてはなりません。

ii. 通常、液体または気体の化学物質は固体の材料に含まれません。

iii. 材料分類○.○の材料には、化学物質グループ△△の化学物質が□%より多く含まれなければなりません。

iv. 未指定物質(ワイルドカードおよび機密扱いの化学物質)が10%を超えています。 

v. ポリマー材料は少なくとも2つの化学物質で構成されるべきです。 

IMDS001：規則

IMDS001a：データシートの具体例
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（参考資料）よくある警告 i への対応
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＜警告メッセージ ＞

i. 含有率の範囲値の差が許容値を越えてはなりません。

＜対応する規則 （IMDS001の該当箇所）＞

＜対応方法＞

原則として、IMDS001の示す範囲値に収まるよう、仕入先に修正を依頼してください。

ただし、実際の製品仕様を反映しており、 IMDS001の範囲値に収めることができない場合は、承認してください。
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＜警告メッセージ ＞

ii. 通常、液体または気体の化学物質は固体の材料に含まれません。

iii. 材料分類○.○の材料には、化学物質グループ△△の化学物質が□%より多く含まれなければなりません。

＜対応する規則 （IMDS001の該当箇所）＞

＜対応方法 ＞

化学物質のデータが、製品の最終状態を反映しているか確認してください（次ページ参照）。例えば、接着剤や

塗料が未乾燥状態で回答されていないでしょうか？または、化学物質が元素単位に分解されていたり、原料の

状態で回答されていないでしょうか？仕入先に修正を依頼してください。

（参考資料）よくある警告 ii, iii への対応

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

※材料分類の詳細は、レコメンデーションIMDS001aを参照
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・化学物質の構成は、最終製品の状態で回答すること

例：接着剤は硬化状態、塗料は乾燥状態の化学物質構成を回答してください。

・化学物質は、その存在形態で回答すること

化合物を元素毎に分けてはいけません。また、ポリマーや非晶質を原料で回答してもいけません。

（参考資料）よくある警告 ii, iii への対応
化学物質についての注意点
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塗料接着剤

主剤

硬化剤
硬化状態

反応 塗料

溶剤
乾燥状態

乾燥

一般的に、溶剤は乾燥に

より揮発するので、回答に

は含まれません。

アルミ合金のインゴット

不動体化処理

酸化アルミニウム

○ Al2O3

× Al, O2

ガラス、セラミック

○ Glass without declarable substances

× SiO2, Al2O3, B2O3,・・・

※ガラス、セラミックが規制物質を含む場合は、別途回答が必要

回答方法は、IMDSレコメンデーション001a 2.6を参照

電子部品 スパークプラグ

樹脂製品

ポリプロピレン

○ PP（ポリマー）

× プロピレン（モノマー）

http://jp.made-in-china.com/co_hdglins/image_Aluminium-Alloy-Ingot_eurryysog_NjgEHoKnEWbY.html
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＜警告メッセージ ＞

iv. 未指定物質(ワイルドカードおよび機密扱いの化学物質)が10%を超えています。 

v. ポリマー材料は少なくとも2つの化学物質で構成されるべきです。 

＜対応する規則 （IMDS001の該当箇所）＞

＜対応方法 ＞

この警告は、材料メーカーが化学物質データを企業秘密とする場合によく発生します。企業秘密を保持したま

ま回答する方法については、次ページ以降を参照してください。

iv. については、ワイルドカードで回答している物質を、一般名称で回答できないか仕入先に確認してください。

v. について、ポリマー材料（樹脂・ゴム等）は通常、添加剤を含有しています（酸化防止剤、紫外線吸収剤、可

塑剤、熱安定剤など）。添加剤を含有している場合は、データに反映するよう仕入先に依頼してください。添加

剤を全く含有していない場合のみ、この警告が残った状態で承認できます。

（参考資料）よくある警告 iv, v への対応

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

※ポリマー材料の具体的な回答例はレコメンデーションIMDS001aを参照
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（参考資料）よくある警告 iv, v への対応
企業秘密について
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・IMDSでは、企業秘密を保持したまま回答することが可能

・データ開示要否の判断基準は、自動車業界が定める「GADSL」という物質リスト

【GADSLとは】http://www.gadsl.org/

・既に規制されている、または規制が予定され

ている化学物質のリスト

・GADSLに記載のある物質は、必ず開示

・GADSLに記載のない物質は、秘匿可能 ダウンロード

GADSLに記載のない物質は、次のいずれかの方法で特定を回避

• 一般名称での回答

• 「機密扱い」物質と指定

• 「ワイルドカード」に置換

※GADSLの更新により秘匿した物質が記載された場合、データ更新が必要

http://www.gadsl.org/
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【一般名称での回答】

・IMDSでは、ポリマー材料の主成分等を一般名称で回答可能（次ページ参照）

・CAS No.を持たないため化学物質の特定は不可

・明確な化学物質扱いであり、未指定物質（上限10%）の対象外

【機密扱い】

・IMDSに化学物質を入力するが、他企業は物質名およびCAS No.を認識不可

・設定方法は、該当物質において「機密扱い」にチェック

・「機密扱い」物質がGADSLに掲載された時、IMDSより通知の受取可能（個人設定要）

【ワイルドカード】

・物質を完全に置換（例：Misc.）

・GADSLの更新都度、置き換えた物質が該当しないか確認要

※GADSL更新管理の都合上、「ワイルドカード」ではなく「機密扱い」を推奨

（参考資料）よくある警告 iv, v への対応
企業秘密を保持した回答方法

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

機密扱いの設定方法は、該当物質

にチェックを付けるだけです。
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・ポリマー材料の主成分等は、CAS No.が「-」としてIMDSに多数登録有、回答に使用可能

・化学物質の検索画面で、下記のキーワードで検索可能、または「グループ」を指定して検索

（参考資料）よくある警告 iv, v への対応
一般名称の化学物質について

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

オイル

主成分：Ester oil

増粘剤：Li soap

添加剤：機密扱い

80 %

15 %

 5 %

樹脂

主成分：PA6

充填剤：GF Fibre

可塑剤：DEHP

難燃剤：機密扱い

70 %

15 %

10 %

5 %

【樹脂・ゴム材料の主成分の検索ワード】

• ベースポリマー：basic polymer

• 耐衝撃性ポリマー：basic polymer impact modified

• 熱可塑性エラストマー：thermoplastic elastomer

• エラストマー：basic rubber

• 熱硬化性樹脂：basic duromer

【添加剤の検索ワード】

• 充填剤：ISO 1043-2

• 可塑剤、難燃剤：ISO 1043-3

【オイル・グリスの検索ワード】

• 主成分：basic oil

• 増粘剤：thickener

【その他の検索ワード】

• 繊維（ガラス繊維含む）：man-made fibre

またはグループを指定

名称で検索

CAS No.が「-」の物質は、

機密と見なされません。

回答データ例

GADSLに該当しなければ、

10 %まで機密扱い可能
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（参考資料）よくあるエラーの修正

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

・仕入先から受領した材料データはOKでも、作成した回答データにエラー発生の場合有

（部品データシート特有のエラー項目が存在）

・エラーがあると送信不可のため、エラー修正要

【回答データ作成時のよくあるエラーメッセージ】

i. 全ての化学物質のアプリケーションを指定してください。

ii. 材質表示に関する質問に答えていません。

iii. 参照されているデータシート/モジュールは社内送信されていません。

受領した材料データはOKでも、回答データ

作成時にエラーが発生する場合があります。

受領した材料データはOKでも、回答データ

作成時にエラーが発生する場合があります。

データOK
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（参考資料）よくあるエラー i. の修正方法

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

エラーメッセージ：「全ての化学物質のアプリケーションを指定してください。」

・アプリケーションとは、規制物質の使用用途を示すコード（特定の用途でのみ使用可）

・使用用途は部品によって異なるため、アプリケーションは部品メーカーが選択

（例：同じはんだでも、配線の接続とICチップの実装ではコードが異なります）

【修正方法】

・該当箇所ダブルクリックで選択肢が表示、適切なものを選択

※原則使用禁止の物質であるため、アプリケーション：20（その他）はNG

ダブルクリック

適切なものを選択

アプリケーションIDの日本語訳の掲載場所

IMDSインフォメーションページ→ヘルプ→FAQ(よくある

ご質問集)-その他→アプリケーションコードの日本語訳

はありますか？
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（参考資料）よくあるエラー ii. の修正方法

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

エラーメッセージ：「材質表示に関する質問に答えていません。」

・樹脂・ゴム材料を使用した部品は、製品への材質表示有無を選択する必要有

【修正方法】

・「材質表示」の欄で、次のいずれかを選択

図面等により製品への材質記号（例：PP）の表示指示が有り、指示通り表示⇒「はい」を選択

図面等により製品への材質記号の表示指示が有るが、製品に表示無し⇒「いいえ」を選択

製品への材質記号の表示指示が無い⇒「該当しない」を選択

該当する状況を選択

図面指示の例
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（参考資料）よくあるエラー iii. の修正方法

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

エラーメッセージ：「参照されているデータシート/モジュールは社内送信されていません。」

・社内送信とは、作成したデータシート/モジュールを完成版とする操作（その後、編集不可）

・回答データに追加するデータは完成版である必要有

→材料データを代行入力した場合、社内送信が必要（受領データの場合、承認すると完成版となります）

【修正方法】

・該当のデータシートを開き、「データシート」の「社内送信」を選択

（作成中の画面で該当データを右クリック、「編集」でも該当データシートに移動可）

代行入力した材料データを回答

データに追加する場合、社内送

信が必要です。
右クリックから「編集」

を選択

元のデータシートが表示されるので、「社内送信」
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（参考資料）IMDSからの通知設定

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

・個人設定により、IMDSから各種通知の受取が可能⇒各種対応のトリガーとして活用

例：回答したデータが送信先で拒否された場合に通知（データシートの拒否）⇒データ修正が必要

依頼に対する回答を受領した場合に通知（データシートの受信）⇒内容確認、承認または拒否

機密扱い物質がGADSL記載物質として指定された時に通知⇒データ更新、再回答が必要

・通知は、ユーザー毎に登録されているメールアドレスにIMDSから送付

【設定方法】

・「システム管理」の「個人設定」を選択

・必要な情報にチェックを付与（上記例の三項目は、通知の受取設定を推奨）

通知メールは各自の

登録アドレスに送付

通知を受取るよう

設定を推奨

通知を受取るよう

設定を推奨

通知を受取るよう

設定を推奨

Yamaha

Tarou

0538-**

Yamaha@yamaha-motor.co.jp
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問合せ先

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

◼ IMDSの機能や入力方法について

  

  IMDSサービスセンター：https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/imds-service-centers

◼ データの内容について 

ヤマハ発動機(株) 環境推進部 環境統制監理グループ

電話番号: 0538-32-9905

email：env.tech@yamaha-motor.co.jp

https://public.mdsystem.com/ja/web/imds-public-pages/imds-service-centers
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改訂履歴

© Yamaha Motor Co., Ltd. .

Ver. 内容 日付 担当部署 担当者

1.0 新規発行 2017/4/1 ヤマハ発動機（株）環境技術G 棚田

1.1 IMDS操作方法を追加 2017/12/5 ヤマハ発動機（株）環境技術G 棚田

1.2 調査依頼の連絡方法をZipファイルからPDFに変更 2018/3/1 ヤマハ発動機（株）環境技術G 棚田

1.3 材料データ収集に注記を追加（p.6、12）
材料データ管理の推奨コメント（p.14）
禁止物質確認について記載（p.11, 18）
警告の判断基準について記載（p.35）
エラーコードの対応方法更新（p.43）

2018/8/28 ヤマハ発動機（株）
リスク管理部
CSR・環境マネジメントグループ

棚田

2 調査依頼の運用を変更
概要の追加および各手順の見直し

2019/4/16 ヤマハ発動機（株）
リスク管理部
環境負荷物質管理グループ

棚田

2.1 企業追加（YEJP, Y’S GEAR, YMPJ）
背景、目的にYGK-A-119との関連を記載
組立品番の運用を追加

2019/9/20 ヤマハ発動機（株）
リスク管理部
環境負荷物質管理グループ

棚田

2.2 P.12,13削除、頁番号繰上，関連する挿絵の更新
商社は原則転送
（メーカー直送は管理できる場合のみ）(P.9)

補修部品はそれ単体でデータ送信要(P.12)

部品名称に注記を追加(P.13)

組立品番の説明明確化(P.55)

誤記訂正(P.60)

2020/11/5 ヤマハ発動機（株）
貿易管理部
環境負荷物質管理グループ

松下

3.0 1.IMDS企業登録コードの増減をP２-3で最新版に修正
2.各マニュアルに掲載しているIMDS画面コピーの差し替え
3.各種画面のサンプルの事例の個人名の修正
4.P39リサイクル情報をインプットするマニュアルを丁寧化
5.P65 IMDS Auto Rejectの際の説明文を丁寧化
6.発行者名変更

貿易管理部 環境負荷物質管理グループ ＝＞環境推進部 

環境統制監理グループ

2025/10/30 ヤマハ発動機（株）
環境推進部 

環境統制監理グループ

畑
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